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表
紙
、
裏
表
紙
写
真
は
『
狂
詩
画
譜
』（
愛
知
県
立
大
学
附
属

図
書
館
蔵
）。
全
一
巻
。
小
本
。
二
七
丁
。
刊
本
。
四
つ
目
綴
。

題
簽
は
『
銅
脈
先
生
狂
詩
画
譜
』、
見
返
し
に
『
新
製
五
七
言
狂

詩
画
譜
』。
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
刊
。

　
畠
中
観
斎
（
銅
脈
先
生
）
の
狂
詩
に
、
何
人
か
が
絵
を
付
し
た

も
の
を
京
都
の
書
肆
・
銭
屋
総
四
郎
が
編
集
し
た
本
。
序
の
後
に
、

目
録
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
絵
が
丁
の

表
に
示
さ
れ
、
一
枚
め
く
っ
た
裏
に
そ
の
画
意
に
関
わ
る
狂
詩
が

記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
来
は
見
開
き
で
絵
と
狂
詩
を
並
べ
て
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
回
の
表
紙
、
裏
表
紙
で
は
加
工
し
て

並
べ
た
。

　
作
者
で
あ
る
銅
脈
先
生
（
一
七
五
二
―
一
八
〇
一
）
は
江
戸
時

代
中
期
―
後
期
の
讃
岐
（
香
川
県
）
出
身
の
狂
詩
作
者
。
京
都
聖

護
院
宮
家
の
畠
中
正
冬
の
養
子
で
あ
り
、
聖
護
院
宮
に
仕
え
た
。

本
姓
は
都
築
。
名
は
正ま

さ

盈み
つ

。
字
は
子
允
。
通
称
は
政
五
郎
、
頼た
の

母も

。
別
号
に
観
斎
、
寛
斎
、
片
屈
道
人
。
儒
者
那
波
魯
堂
の
門
下

だ
が
、
大
田
南
畝
（
寝
惚
先
生
）
と
並
び
称
さ
れ
、
東
の
寝
惚
、

西
の
銅
脈
と
し
て
狂
詩
の
大
家
と
し
て
知
ら
れ
た
。
こ
の
二
人
の

狂
詩
の
応
酬
を
収
め
銅
脈
が
編
集
し
た
『
二
大
家
風
雅
』
と
い
う

作
品
も
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
銅
脈
の

代
表
作
で
あ
る
『
太
平
楽
府
』
は
彼
が
十
八
歳
の
時
に
刊
行
さ
れ
、

【
表
紙
・
裏
表
紙
解
説
】
あ
い
ち
国
文
第
11
号

傑
作
と
い
わ
れ
る
「
婢
女
行
」「
鴨
東
夜
行
」
を
は
じ
め
五
十
二

篇
を
収
め
る
。

　
狂
詩
は
、
漢
詩
を
母
体
と
し
た
川
柳
・
狂
歌
な
ど
と
並
ぶ
滑
稽

詩
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
文
人
意
識
が
定
着
す
る
宝
暦
の
頃
に
漢

詩
文
の
制
作
が
は
や
り
、
そ
れ
と
と
も
に
そ
の
素
材
と
し
て
卑
俗

な
風
俗
を
と
り
あ
げ
る
風
潮
が
生
じ
、
初
期
洒
落
本
を
中
心
と
し

た
漢
文
戯
作
が
流
行
す
る
と
い
っ
た
日
本
文
学
史
の
潮
流
の
な
か

で
流
行
し
た
。
南
畝
の
『
寝
惚
先
生
文
集
』（
明
和
四
年
）
を
は

じ
め
と
し
た
狂
詩
文
集
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
、
近
世
文
学
に
狂

詩
と
い
う
一
ジ
ャ
ン
ル
を
築
く
上
で
銅
脈
の
狂
詩
は
そ
の
一
翼
を

担
っ
た
。
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知
県
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コ
レ
ク
シ
ョ
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l
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